
１
敎
育
長
と
敎
育
現
場
と
の
緊

密
化
―
指
導
助
言
が
容
易
に

な
つ
た
。

２
敎
職
員
の
要
望
に
應
じ
共
に

協
力
す
る
。

３
市
町
村
営
局
に
學
校
敎
育
に

對
す

る
理
解
を
深

め
る
よ

う

に
な
つ
た
。

４
實
際
に
即
す
る
敎
育
扶
助
、

就
學
奬
勵
が
出
來
る
よ
う
に

な
つ
た
。

５
管
内

に
於

け
る
學
校
の
連
絡

が
急
速
に
な
り
歩
調
を
揃
え

る
よ
う
に
な
つ
た
。

６
學
校
訪
問

が
多
く
な
り
、
小

破
修
理
そ
の
他
學
校

の
要
望

が
迅
速
に
遂
げ
ら
れ

る
。

７
學
校
改
築
、
敎
職
員
の
充
實

に
努
力
。

８
敎
師
が
公
利
の
生
活
に
注
意

学
校
教
育
面

地
敎
委
が
発
足
致
し
ま
し
て

敎
育
委
員
會
―
學
校
―
市
民
の

敎
育
に
對
す
る
熱
意
は
更
に
向

上
緊
密
化
し
益
々
相
提

携
し
て

敎
育
振
興
の
實
を
擧
げ
各
敎
育

機
關
並
び
に
諸
團
体
と
の
連
絡

は
よ
り
一
層
そ
の
度
を
増
し
且

つ
學
校
敎
育
面
社
會
敎
育
面
に

潸
々
と
そ
の
實
績

を
の
こ
し
あ

ら
ゆ
る
面
で
そ

の
活
動

が
容
易

に
な
り
ま
し
た
が
更

に
一
歩
進

ん
で
皆
さ
ん
の
御

期
待

に
添
う

よ
う
最
全
の
努
力

を
発
揮
致
し

て
お
り
ま
す
が
縣
下
地
敎
委
の

實
績
に
つ
い
て
の
聲
を
列
記
し

て
皆

さ
ん
の
一
段
の
御
理
解

と

御
協
力

を
お
願
い
致
し
度
い
と

思
い
ま
す
。

先
月
十
五
日
附
を
以
て
教
育
特
集
号
を
発
行
致
し
ま
し
て
皆
さ
ん
に
当
教
育
委

員
会
の
機
構
並
び
に
活
動
状
况
等
を
詳
細
に
お
知
ら
せ
致
し
ま
し
た
の
で
皆
様

の
教
育
委
員
会
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か
よ
く
御
了
知
願
え
た
事
と
存
じ
ま
す

が
、
当
教
育
委
員
会
も
本
十
一
月
一
日
を
以
て
教
育
委
員
会
設
置
一
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。 み
ん
な
で
育
て
よ
う

敎
育
委
員
會
設
置
一
周
年

し
緊
張
し
て
勤
務
が
よ
く
な

り
父
兄
側

か
喜

ん
で
い
る
。

９
奬
學
制

度
を
設

け
た
（
育
英

制
度
）

高
岡
、
岩
戸
、
山
田

高
城
、
東
郷
、
南
郷

。

1
0
敎
職
員
の
質
的
向
上
が
よ
り

圖
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。

1
1
學
校
と
社
會
と
の
ま
さ
つ
が

少
な
く
な
つ
た
。

1
2
事
務
處
理
が
樂
に
な
り
速
く

な
つ
た
。

1
3
輕
視
さ
れ
た
分
校
經
營
を
引

上
げ
た
。

1
4偶
然
事
故

の
連
絡

が
す
ぐ
と

れ
る
。

社
會
教
育
面

１
民
主
的
諸
團
体
の
調
整
総
合

的
運
營
が
よ
く
出
來
る
。
計

画
的
に
な
つ
た
。

２
社
會
敎
育
諸
活
動
が
活
溌
に

な
っ
た
―
公
民
舘
、
婦
人
團

体
青
年
率
級

。

３
講
座
の
開
設
、
經
營
が
合
理

化
し
つ
ゝ
あ
る

４
各
種
團
体
の
實
践
事
項
が
徹

底
す
る
よ
う
に
な
つ
た
。

５
比
較
的
指
導
者

が
得
易
く
な

つ
た
。

６
社
會
敎
育
の
理
念
（
郷
土
建

設
の
た
め
）

と
い
う
課
題

が

地
域
に
即

し
た
解
決

の
方
向

を
と
り
自
主
的
に
な
つ
た
。

７
學
校
敎
育
社
會
敎
育
の
一
元

化
し
た
運
營
が
出
來
て
能
率

が
あ
が
る
。

教
育
豫
算
面

１
學
校

長
が
こ
の
方
面

の
折
衝

に
時

間
と
努
力

を
費
す
こ
と

な
く
學
校
敎
育
に
専
念
す
る

縣
下
地
教
委
の
發
足

に

よ
り
ま
し
て
各
地
敎
委
よ
り
以

上
の
樣
な
事
例

が
よ
せ
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
す
が
現
在
地
敎
委

の
存
廢

が
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
と

き
は
た
し
て
無
用
で
せ
う
か
―

以
上
の
樣
に
発
足
一
年
敎
育
委

員
會
の
整
備
充
實
と
共
に
各
地

敎
委
の
建
設
し
て
き
た
明
る
い

足
跡
を
う
か
ゞ
い
地
敎
委
批
判

の
一
資
料
に
供
し
充
分
御

理
解

の
上
御
支
援
を
お
願

い
致
し
ま

１
敎
員
の
政
治
活
動
に
つ
い
て

適
正
な
指
導
の
役

目
が
果

さ

れ
る
。

２
地
敎
委
に
對
す
る
認
識
が
不

足
で

あ
る
。

３
人

事
交
流

の
簡
素
化
、
老
年

敎
師
の
退
職
が
出
來
る
よ
う

に
し
た
い
。

４
敎
育
に
對
す
る
住
民
の
關
心

が
非
常
に
高
く
な
つ
た

５
村
興
し
運
動
に
協
力
、
村
當

局
よ
り
喜
ば
れ
て

い
る
。

６
村
民
の
聲
が
よ
く
通

ず
る
よ

う
に
な
つ
た
。

７
文
化
財
保
護
施
設
が
從
來
よ

り
學
問
的
立
場

か
ら

考
え
ら

れ
る
。

２
予
算
獲
得
が
有
利
に
な
つ
た

３
實
質
的
で
適
正
な
予
算
執
行

が
出
来

る
。

４
學
校
毎
の
予
算
の
爭
奪
が
な

く
な
つ
た
。

５
大
小
地
域

の
學
校
差
を
な
く

す
る
よ
う
に
進
み
つ
ゝ
あ
る

６
予

算
節
約
を
圖

る
こ

と
が
出

來
る
。

そ

の
他

小
中
學
校

珠
算
競
技
會

戰
後
初
の
試
み
で
あ
る
小
中

學
校
珠
算
競
技
會
が
當
十
五
日

商
工
會
議
所
主
催
の
も
と
に
宮

崎
市
、
郡

、
東
諸
縣
郡
小
中
學

校
各
五
名
の
優
秀
な
兒
童
生
徒

鏡
洲
部
落
に
あ
る
鏡
洲
小
學

榠
に
は
鏡
洲
部
落
を
遠
く
離

れ

た
家
一
郷
よ
り
小
中
學
生
と
も

通
學
し
て
い
た
の
で
す
が
十
二

粁
以
上
の
嶮
惡
な
山
道
を
通
學

す
る
の
で
自
然
に
欠
席
者

が
多

く
委
員
會
、
學
校
を
始
め
父
兄

の
方
々
も
憂

慮
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
り
ま
す
が
去

る
九
月
一
日

宮
崎
營
林
署
の
御
協
力

に
よ
り

家
一
郷
分
校
を
開
校

致
し
ま
し

て
更

に
分
校
の
校
舎

が
新

築
さ

れ
十
一
月
三
日
に
そ
の
落
成
式

が
擧
行
さ
れ
し
た
。
そ
の
―
校

舎
は
五
四
坪
　
校
地

三
七
四
坪

家
一
鄕
分
校
落
成

お
山
の
学
校

が
参
集
し
て
そ
の
技
を
競
つ
た

競
技
は
團
体
競
技
と
個
人
競

拉

に
分
れ
個
人
競
技
は
各
種
目

毎
に
實
施
、
團
体
競
技
は
熱
戰

の
結
果
優
勝
校
小
中
學
校
別
に

公
民
館
開
設

敎
育
委
員
會
が
発
足
後
各

地
區
に
七
つ
の
公
民
館
が
新
設

さ
れ
そ
れ
ぞ
れ
開
館

を
見
る
に

至
り
各
種
講

座
、
青
年
學
級
視

覺
敎
育
等
と
地
元
民
の
熱
意
に

よ
り
活
発
な
社
會
敎
育
活
動
を

展
開
し
て
お
り
ま
す

地
方
敎
育
委

員
會
設
置

記
念
行
事

縣
下
地
敎
委
で
は
敎
育
委
員

以
上
二
十
八
年
度
新
設

の
七
公

民
館
を
加

え
四
七
館

が
設
け
ら

れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す

優
勝
旗
が
授
與
さ
れ
ま
し
た

小
學
校

優
勝
　
佐
土
原
小
學
校

二
位
　
宮
崎
小
學
校

三
位
　
大
淀
小
學
校

中
學
校

優
勝
　
田
野
中
學
校

二
位
　
住
吉
中
學
校

三
位
　
宮
崎
西
中
學
校

二
八
、

二
、
一
○
上
畑
公
民
館
（
大
字
瓜
生
野
）
館
長
　
日
高
幸
助

三
、
一
五
神
宮
町
〃
　
（
神
宮
東
町
）
　
〃
　
　
日
高
民
三

四
、
二
八
下
六
　
〃
　
（
大
字
熊
野
一
、
三
八
五
）

〃
　
　
佐
藤
冶
善

六
、
一
○
赤
江
　
〃
　
（
大
字
恒
久
五
五
六
ノ
六
）

〃
　
　
杉
山
金
一

七
、
二
○
城
崎
　
〃
　
（
大
宇
城
崎
）
　
〃
　
太
田
慶
太
郎

八
、
一
九
加
江
田
〃
　
（
大
字
加
江
田
）
〃
　
　
植
田
義
行

二
、
一
三
内
海
　
〃
　
（
大
字
内
海
）
　
〃
　
　
高
橋
春
義

宮
崎
市

の
第
六
回
市
民
体
育
大

會
は
十
一
月
八
日
縣
營
グ
ラ
ウ

ン
ド
で

盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
全
市
内
を
一
部
と
二
部
に
區
別

第
一
部

を
橘

、
大
淀
、
江

平
、

小
戸

、
大
宮

、
第
二
部
赤
江

、

木
花
、
檍
、
瓜
生
野
、
倉
岡
、

青
島
の
十
一
地
區
よ
り
選
出
さ

れ

た
勇
者
に
よ
り
午
前
九
時
三

十
分
の
入
場
式
、
開
會
式
に
續

い
て
競
技
の
幕
が
切
つ
て
落
さ

れ
各
競
技
種
目
に
應
じ
て
競
技

場

に
分
散
老

い
も
若
き
も
一
団

と
な
つ
て
全
力
を
発
揮
し
て
和

や
か
な
う
ち
に
も
嚴
肅
に
そ
の

技

を
競

い
各
地
區
大

い
に
張
切

っ
て
應
援
前
年
に
増
し
て
一
段

市
民
大
育
大
會

盛
會
を
極
め
た

し
て
市
民
と
共
に
一
体

と
な
り

明
朗
な
る
敎
育
行
政
の
遂
行
に

努
力
し
市
敎
育
の
振
興
を
圖
り

た
い
と
思
う
次
第
で

あ
り
ま
す

と
技

倆
の
進
歩

を
み
せ
第
一
、

第
二
部
毎
に
熱
戰
を
展
開
し
そ

の
覇
を
爭
い
次
の
各
地
區
が
優

勝
し
盛
大
裡
に
大
會
の
幕
を
閉

ぢ
た
総
合
得
点
に
お
い
て
第
一
部
橘

三
四
〇
点
第
二

部
木
花

が
三
〇

七
点
を
以
つ
て
各
二
連
勝
を
遂

げ
て
歡
聲
を
あ
げ
た
、

本
大
會
に
お
い
て
は
特
に
新
入

の
進
出
が
目
立
ち
大
會
記
録
を

各
種
毎

に
更
新
し
陸
上
宮
崎
の

奬
來
に
大
い
に
期
待
さ
れ
る
も

の
が
あ
つ
た
。

男
子
一
〇
〇
米
競
走

高
校

生
　
丸
田
定
昌
　

タ
イ

ム
一
一
秒
三

三
　
位

(
2
部
)
(

1 部
)

二 位
(
2
部
)
(

1 部
)

一
　
位

(
2
部
)
(
1

部
)

江
　

平

木
　

花

大
　

淀

檍
橘

瓜
生
野

男
子 陸
　
　

上
江
　

平

赤
　
江

大
　

淀

瓜
生
野

大
　

宮

倉
　
岡

女
子

橘赤
江

江
平

檍 小
戸

赤
江

球 籠

橘
赤
　
江

大
　

淀

檍 大
　

宮

木
　

花

男
子
排
　
　

球
江
　
平

赤
　
江

橘木
花

大
　

淀

倉
　

岡

女
子

大
　

宮

青
　

島

大
　
淀

瓜
生
野

江
　
平

赤
　

江

撲
　
相

小
　
戸

赤
　
江

青
　

島

江
　

平

瓜
生
野

橘
木
　

花

球
　
庭

大
淀
倉
岡
木
花

江
平

青
島

橘赤
江

球 卓

小
戸

倉
岡

大

宮
木
花

橘青
島

球 野

江

平
青
島

大
淀

赤
江

小
戸

檍
道 柔

大
　

淀

瓜
生
野

橘
木
花

小
　
戸

青
　

島
道
　
劒

江
平

青
島

大
淀

赤
江

橘木
花

合
　
総

敎
育
委
員
會
発
足
一
周
年
と

共
に
任
期
滿
了
と
な
ら
れ
た
敎

育
委
員
長
。
副
委
員
長

の
改
選

を
十
一
月
五
日
の
委
員
會
（
臨

時
會
）
に

お
い
て
行

い
左

の
通

り
決
定
致
し
ま
し
た
。

新
　
委

員

長
　
　三

重
野
老
吉

″
　
副
委
員
長
　
原
　
　
　
隆

舊
　
委

員

長
　
　松

田
　
丈
夫

″
　
副
委
員
長
　
恒
吉
　
忠
藏

以

上
の
兩
氏

が
選
任
さ
れ
ま

し
て
一
段

と
そ
の
色
彩
を
増
し

當
面
せ
る
敎
育
の
諸
問
題
と
取

〃
　
　
鬼
塚
　
整
　
　
〃

〃二
十
五
才
以
下
　

中
山
利
男

〃
　
　
　
〃

八
〇
〇
米

リ
レ
ー

ニ
十
五
才
以
下
　
江
平
チ
ー

ム
　
〃
一
分
三
七
秒
四

二
十
六
才
以
上
　
橘
チ

ー
ム

〃
一
分
四
〇
秒
三

砲
丸
投
三
十
才
以
下
大
隅
重

利
一
一
米
四
六
　
四
〇
〇
米

高
校
生
丸
田
定
昌
タ
イ

ム
五

五
秒
二
　

二
〇
〇
米
二

十
五

敎
育
委
員
改
選

と

各

自

の

定

例

会

才
以
下
若
松
秋
雄
二
一
三
秒

八
四
〇
〇
米
リ
レ
ー
三
十
六

才
以
上
四
十
五
才
迄
檍
チ
ー

ム
〃
五
一
秒
一
　
八
〇
〇
米

森
口
豊
〃
二
分
一
五
秒
○

女
子
四
〇
〇
米
リ
レ
ー
ニ
十

五
才
以
下
倉
岡
チ
ー
ム
〃
一

分
二
秒
三
〃
一
〇
〇
米
高
校

生
（
大
淀
）
原
田
チ
ヅ
子
〃

一
三
秒
三
〃
六
○
米
四
○
才

以
上
仲
ハ
ル
〃
タ
イ
ム
一
○

秒
二
〃
井
崎
ユ
キ
ヲ
〃

組
ん
で
そ

の
解
決
に
努
力

さ
れ

る
事
に
な
り
ま
し
た
が
、
八
月

、
九
月
、
十

月
の
各
月
に
行

わ

れ
ま
し
た
定
例
會
に
於
い
て
審

議
さ
れ
ま
し

た
事
項

は
陳
情
十

四
件
そ
の
他
五
件
で
あ
り
ま
し

て
始
ん
ど
が
各
學
校

、
Ｐ

Ｔ
Ａ

等
よ
り
の
陳
情
で
あ
り
ま
す
が

そ
の
主
要

な
も

の
は
左
記
の
通

り
で
中

採
擇

主
件
保
留
並
び
に

調
査
を
要
す
る
も
の
と
な
つ
て

お
り
ま
す
。

八
月
の
陳
情

審
議
事
項

會
法
普
及
啓
蒙
運
動
の
一
環
と

し
て
各
地
區
に

ポ
ス
タ
ー
を
十

一
月
一
日
か
ら
一
週
間
掲
示

し

當
市
敎
育
委
員
會
と
し
て
は
市

内
小
中
學
校
よ
り
ポ
ス
タ
ー
を

募
集
し
市
役
所
前
に
展
示
し
た

期
間

は
十
月
五
日
よ
り
一
週
間

並
び
に
各
地
區
に
於
い
て
敎
育

委
員
長
、
敎
育
長
の
講
演
と
懇

談
會
併
せ
て
視
覺
敎
育
を
實
施

致
し
ま
し
て
敎
育
委
員
會
法
の

普
及

徹
底
を
圖
る
と
共

に
市
民

の
敎
育
委
員
會
に
對
す
る
認
識

を
一
段

と
保
め
る
事
に
努
力
し

ま
し
た
が
尚
縣
下

七
十
九
市
町

村
敎
育
委
員
會
に
於
い
て
一
週

間
展
示
し

た
優
秀
な

ポ
ス
タ
ー

一
点
を
地
方
敎
育
委
員
會
連
絡

協
議
會
で
審
査
し
優
秀
な
も
の

を
選
出
し
て
表
彰
す
る
事
に
な

つ
て
い
ま
す
。

二
十
六
日
か
ら
一
週
間

全
図
一
せ
い
に
火
災
予
防

運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
、
み
ん
な
で
防
火
に
御

協
力
下
さ
い

防
火
運
動
週
間

一
、
赤
江
中
學
校
井
戸
水
飲
場

新
設
の
件

一
、
瓜
生
野
小
學
校
電
話
架
設

の
件

一
、
同
校
便

所
新
設
の
件

一
、
浦
田
部
落
通
學
道
路
改
修

の
件

一
、
大
宮
中
學
校
普
通
敎
室
増

築
の
件

一
、
北
中
養
護
婦
設
置
の
件

一
、
同
校
電

話
架
設

の
件

一
、
大
宮
小
學
校
々
舎
増
築
の

件
一
、
宮
崎
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議

會
よ
り
父
兄
負
担
緩
和
の
の

た
め
市
費
予
算
中
敎
育
費
の

増
加
充
實
に
つ
い
て

一
、
檍
中
學
校
特
別
敎
室
建
設

並
に
施
設
の
早

急
整
備
方
に

つ
い
て

一
、
恒
久
小
學
校
々
舎
増
築
並

に
一
部
改
修
に
關
す
る
件

十
　

月

一
、
北
中
學
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
校
長

よ
り
敎
育
予
算
増
額
に
つ
い

て
一
、
体
育
協
會
補
助
増
額
の
件

と
な
つ
て
お
り
ま
す
が
校
舎
の

杉
山
君
は
母
親
は
心
臓
病

の

た
め
永
ら
く
患
ら
い
な
お
家
族

が
多
く
苦
し
い
家
計
に
あ
つ
て

病
母

を
リ
ヤ
カ
ー
に
乘
せ
病
院

に
通
う
こ
と
週
二
回
位
で
近
隣

の
人
々
の
涙
を
そ
ゝ
り
又
父
や

兄

の
手
傳
と
し
て
青
空
マ
ー
ケ

ツ
ト
で
魚
や
ジ
ジ
ミ
賣
り
等
し

て

い
る
こ
と
も
あ
る
。
風
呂

の

湯
沸
し
な
ど
は
平
常
の
日
課
で

あ
る
と
共
に
弟
妹
の
世
話
も
よ

く
し
近
隣
の
人
々
誰
一
人

と
し

て
そ
の
善
行
に
對
し
稱
讃
を
與

え
な
い
の
も
の
は
な
く
尚
學
業

成
績
も
よ
く
他
の
模
範
生
徒
で

あ
る
こ
と
は
申
す
迄
も
な
く
本

年
四
月
本
市
（
厚
生
課
）

の
表

彰
を
受
け
今
日
に
至
つ
て
居
り

ま
す

。 赤
江
中
一
年

杉
山
　
初
美

孝
行
の
模
範

縣
で

は
十
一
月
三
日
の
文
化

の
日
に
縣
下
の
敎
育
功
勞
者
な

ら
び
に
善
行
兒
童
の
表
彰
を
行

な
わ
れ
ま
し

た
が
市
内
小
中
平

校
の
全
生
徒
兒
童
の
模
範
と
し

て
左
の
二
君

が
表
彰

の
榮
を
受

け
ま
し
た
。

な
お
三
十
年
以
上
永
年
勤
續
と

し
て
左
の
先

生
が
表
彰

さ
れ
ま

し
た
。

文
化

の
日
に
表

彰

増
改
築
新
築
等
に
つ
い
て

は
宮

崎
小
學
校
外
五
校
分
校
一
の
一

部
校
舎
、
本
舘
の
新
築
に
續

い

て
古
城
小
學
校
々
舎
、
本
館
の

改
新
築
も
竣
工

十
月
十
二

日
落

成
式
を
行
い
ま
し
た
。

改
新
築
校
舎
（
本
舘
を
含
む
）

一
八
三
坪
（
古
城
小
學
校
）

以
上
一
年
間
に

お
け
る
定
例

會
委
員
會
、
臨
時
委
員
會
計
廿

五
回
で
あ
り
ま
し
て
そ

の
處
理

件
數
は
陳
情
請
願
五
十
一
件
、

そ
の
他
敎
職
員
人
事
、
予
算
、

學
校
敎
育
管
理
社
會
敎
育
等
併

せ
て
縣
下
各
地
敎
委
と
の
關
連

せ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
地
方
敎

委
員
會
連
絡
協
議
會
を
も
つ
て

各
地
敎
委
と
相
互
協
力
し
複
雜

多
岐
に
亘
る
敎
育
の
難
問
題
の

解
决
に
當
つ
て
居
り
ま
す
。

三
十
年
の
敎
職

三
原
校
長
先
生

又
級
友
が
學
校
に
て
病
氣
な
ど

の
場
合

は
積
極
的
に
介
抱

し
て

そ
の
面
倒
を
見
て
休
憩
時
間
を

利
用

し
て
家
ま
で
連
れ
歸
え
る

な
ど
又
學
業
成
績
も
よ
く
全
兒

童
の
模
範
と
し
て
以
上
の
二
君

が
晴
の
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

氏
は
敎
育
者
と
し
て
そ
の
職

を
奉
じ
て
以
來
こ
ゝ
に
三
十
年

余
間
に
兒
童
生
徒
の
育
成
に
専

念
、
清
廉
潔
白
に
し
て
且
嚴
格

で
あ
っ
て
職
員
間

に
於
て
も
人

望
厚
く
氏
の
下

に
一
同
協
力
を

惜
し
ま
ず
和
氣
あ
い
あ
い
裏
に

學
校
敎
育
に
從
事
し
父
兄
か
ら

も
慕
わ
れ
尊
敬
さ
れ
て
い
ま
す

音
樂
教
育
に
對
し
て

は
特
殊
の

才
能
を
有

せ
ら
れ
そ
の
實
績
を

う
か
ゞ
う
こ
と
が
出
來
る
。

學
校
經
營
に
お
い
て
は
特
に
熱

心
で
現
校

に
お
い
て
も
理
解
と

熱
に
よ
り
視
聽
覺
敎
育
、
理
科

敎
育
に
お
い
て
は
秀
れ
た
實
績

を
あ
げ
て

お
ら
れ
ま
す

。

な
お
宮
崎
市
補
導
委
員
會
に

お
い
て
は
十
一
月
十
八
日
市
會

議
場
に
お
い
て
善
行
兒
童
（
十

一
月
一
日
市
報

に
記
載
）

十
四

名
並
び
に
優
良
子
供
會
の
表
彰

が
行
わ
れ
る

優
良
子
供
會

大
宮
中
學
校
池
内
町
若
葉
子

供
會
檍
中
學
校
産
母
山
崎
部
落
生

徒
會
大
淀
小
學
校
大
塚
町
伸
び
行

く
友
の
會

大
宮
小
學
校
下
北
方
町
仲
よ

し
子
供
會

木
花
小
學
校
山
下
子
供
會

級
友

の
中
島
さ
ん
が
背
椎

カ

リ
エ
ス
の
爲
學
校
え
の
登
下
校

が
困
難
で

あ
る
た
め
毎
日
の
登

下
校
が
兩
親
の
世
話
に
よ
ら
ね

ば
な
ら

な
い
の
を
見
て
今
春
四

月
六
年
生
に
進
級

と
同
時
に
自

ら
自
轉
車
を
利
用
し
て
登
下
校

の
世
話
を
や
り
以
來
現
在
迄
一

日
も
休
む
こ
と
な
く
繼
續
し
て

き
ま
し
た

。

恒
久
小
六
年

谷
口
マ
チ
子

級
友
え
の
善
行

（昭和28 年11 月15日）
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昭
和
二
十
八
年
度
市
内
九
中

學
校
生
徒
の
卒
業
予
定
者

は
男

子
九
五
七
名
、
女

八
九
二
名
、

計
一
、
八
四
九
名
昨
年
度
卒
業

者
に
對
し
―
ニ
○
八
名
程
度
減

少
し
て
い
る
よ
う
で
す

。

二
十
七
年

度
に
比

べ
て
見
ま

す

と
現
在
の
就
職
者
よ
り
就
職

希
望
者
が
一
〇
〇
名
余
減
少
七

て
お
り
ま
す
の
に
比
較
し
て
進

學

希
望
者
は
前
年
よ
り
一
五
〇

名
余
が
高
等
學
校
進
學
を
希
望

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

本
年
度

の
卒
業
予

定
者
數

か

ら
見
て
み
ま
す
と
一
、
八
四
九

名
の
内
進
學
希
望
者
六
二
・
一

％

、
就
職
希
望
者
二

〇
％
、
家

事
從
事
希
望
者
一
六
・
二
％
、

未
定
一
・
七
％
と
な
つ
て
お
り

ま
す

が
就
職
希
望
者
は
二
〇
％

の
内
即

ち
三
六
九
名
の
　

に
近

い
一
一
〇
名

が
縣
外
で

あ
り
そ

高
校
の
新
設
が
必
要

來
春
の
進
学
希
望
者

進
學
の
希
望
状
况
は
ど
う
か

―
卒
業
者
の
少
な
く
な
つ
た
の

に
進
學
希
望

は
昨
年
進
學
者

よ

り
相
當
増
加
し
そ
の
大
部
分
が

大
宮
、
大
淀
高
校
で

あ
り
ま
し

て
大
宮
高
校
普
通
科
二
八
三
名

商
業
科
二
四
一
名
　
家
庭
科
八

三
名
　

被
服
科
二
一
名
　

計
六

二
八
名
　
定
時
制
一

六
名
　

大

淀
高
校
普
通
科

一
五

九
名
　

家

庭
科
一
八
名
　
機
械
科
四
三
名

電
氣
科
三
一
名
　
建
築
科
二
八

て
い
る
の
に
對
し
縣
外
就
職

希

望
者
、
（
紡
績
關
係
と
思
わ
れ

る
）

は
逆

に
増
加
し
て
お
り
ま

す
就
職
希
望
者

が
減
少
し

の
ほ
と
ん
ど

が
愛
知
、
大
阪

、

滋
賀
の
各
縣
で
あ

り
ま
し
て
紡

績
開
係
が
大
部
分

の
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す

名
木
材
工
藝
、
化
學
各
一
四
名

農
業
、
園
藝
、
林
業
五
五
名

計
三

六
二
名
　

水
産
高
校
三
三

名
　

日
向
女
子
商
業
二

一
名

そ

の
他
九
名
で
あ
り
ま
し
て
他

に
各
種
學
校
と
し
て
高
等
經
理

學
校
二
四
名
　
會
計
専
門
學
校

一
一
名
　
洋
裁
學
校
三
〇
名

美
容
學
校
二
名
そ
の
他
五
名
の

希
望
と
な
つ
て
お
り
ま
す
が
二

十
七
年
度
各
學
校
生
徒
募
集
定

員

か
ら
考
え

ま
す

と
市
内
の
中

學
校
卒
業
予
定
者
の
内
の
進
學

希
望
者
が
定
員

の
大
半
に
近
い

數
字
の
よ
う
で
あ
り
ま
す
の
で

市
外
か
ら
の
進
學
希
望
者
等
を

考
え
ま
す
と
進
學
の
希
望
を
達

せ
ら
れ
な
い
者
が
多
數
で
る
の

で
は
な
い
で
せ
う
か
、
こ
う
考

え
ま
す
と
今
一
校
高
校
の
新
設

が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
わ

れ
ま
す
。

卒
業
後
の
就
職
状
况

（
二
十
八
年
七
月
一
日
現
在
）

昭
和
二
十
七
年
度
中
學
校
卒
業
生

進
學

者
（
就
職
し
て
進
學

し
て
い

る
者

を
含
む
）

敎
育
に
つ
い
て
の
雜
感

宮
崎
市
教
育
委
員
會
委
員
長

三
重
野
　
老
　
吉

市
町
村
般
育
委
員
會
が
発
足

し
て
以
來
一
年
、
そ
の
功
罪
に

つ
い
て
論
ず
る
に
は
未
だ
日
淺

し

と
思
う
の
で
あ
り
ま
す

が
、

敎
育
の
民
主
化
と
い
う
は
つ
き

り
し
た
目
的
を
も
つ
制
度
で

あ

る
以
上
、
そ

の
任

に
あ

る
者
は

勿
論
こ
れ
と
關
連

を
有
す

る
全

て
の
人
達
が
虚
心
な
態

度
を
も

っ
て
育
成
し
て
行
く
事
が
も
つ

と
も
必
要

な
事
で

あ
り
ま
し
よ

う
。
こ

ら
問
題

は
他
日
に
ゆ
ず

り
ま
し
て
實
業
人
と
し
て
半
生

を
過
ご
し
た
私

は
、
此

の
立
場

か
ら
す
る
敎
育
に
つ
い
て
の
雜

社
會
生
活
の
構
造
が
民

主
化
さ
れ
る
と
言
う
事

は
一
般

市
民
の
生
活
を
土
台
と
し
て
社

會

が
形

成
さ
れ
る

と
い
う
事
を

意
味
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
が

一
般
市
民

の
生
活
は
働
く
生
活

す
な
は
ち
職
業
生
活
で

あ
り
ま

す
。
働
く
者
に
依
つ
て
社
會
が

構
成
さ
れ
働
く
事
に
依
つ
て
社

會
の
成
員
に
な
る
と
い
う
社
會

こ
そ
其
に
民
主
化
さ
れ
た
社
會

で

あ
る
と
い
え
ま
し
よ
う
。
封

建
社
會
か
ら
民
主
社
會
へ
の
進

化
は
働
か
な
い
人
間
を
中
心
と

す
る
社
會
か
ら
働
く
人
間
を
中

心
と
す
る
社
會
へ
の
進
化
で
あ

る
と
言
う
事
も
出
來
ま
し
よ
う

從
つ
て
働
く
た
め
の
敎
育
す

な
は
ち
職
業
敎
育
と
言
う
も
の

は
社
會
が
民
主
化
さ
れ
れ
ば
さ

れ
る
程
重
要
な
も
の
と
な
つ
て

來
る
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
封
建
社
會
の
特
權

的
秩
序

の
下

で

は
、
貴
族
武
士

等
の
特
權
階
級
の
生
活
に
依
つ

て
敎
育
の
目
標
及
び
制
度
も
規

定

さ
れ
た

の
で
あ
り
ま
す
が
封

建
社
會
の
崩
壊
は
當
然
か
か
る

敎
育
の
目
標
及
び
制
度
の
變
革

を
も
た
ら
し
、
新
た
に
社
會
生

活
の
中
心
と
な
つ
た
と
こ
ろ
の

一
般
市
民
の
生
活
に
よ
つ
て
規

定
さ
れ
る
市
民
敎
育
の
勃
興
を

見
る
事
に
な
つ
た
の
で
あ
り
ま

す
。
す
な

は
ち
一
般
市
民

の
た

め
の
市
民
的
敎
育
の
制
度
へ
発

展
し
て
行
く
と
言

う
点
で

あ
り

ま
す

。
つ
ま
り
一
般
市
民

の
教

育
を
目
標
と
し
て
從
つ
て
そ
の

内
容

も
一
般
市
民

の
生
活

に
即

す
る
方
向
え
進
ま
ね
ば
な
ら
ぬ

と
い
う
事
で
あ
り
ま
す
。

制
度
が
社
會
生
活
の
諸
條
件
に

依
つ
て
規
定
さ
れ
る
の
は
當
然

な
事
で
あ
り
ま
し
て
、
現
實
の

社
會
生
活
と
の
關
連
を
離
れ
て

抽

象
的
に
人
間
を
造
る
と
か
あ

る
い
は
個
人
を
完
成
す

る
と
い

う
事
を
敎
育
の
目
標
と
す
る
こ

と
も
あ
な
が
ち
誤
ま
つ
て
い
る

と
も
言
え
な
い
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
。
具
体
的
に
如
何
な
る
人

間
を
造
る
か
、
い
か
な
る
人
間

が
完
成
さ
れ
た
人
間
で
あ
る
か

と
言
う
具
体
的
な
内
容
の
問
題

に
つ
き
ま
し
て

は
、
そ
れ

が
當

然
現
實
の
社
會
生
活
と
關
連
を

も
ち
社
會
的
に
そ
の
内
容
が
規

定
さ
れ
る
も

の
と
見
る

べ
き
で

あ
り
ま
し

よ
う

。

教
育
の
目
標

あ
る
い
は

感
を
述

べ
て
見
た
い
と
思
う

の

で
あ
り
ま
す
。

か
く
考
へ
ま
す
と
き
職
業
敎

育
と
い
う

事
は
非
常
に
大
切
な

事
で

あ
る
と
思
う

の
で
あ
り
ま

す
。
も
し
敎
育
の
場
に
於
て
職

業
敎
育
が
輕
視
さ
れ
働
く
事
が

卑
し
む

べ
き
事
で
あ
る

と
言
う

樣
な
態
度

あ
り

と
せ
ば
そ
れ
は

實
に
ゆ
ゆ
し
き
事
で
あ
り
ま
す

日
本

の
産
業
界

は
前
途
に
多
く

の
困
難
な
問
題
を
も
つ
て
お
り

ま
す
が
、
而
し
眞
に
働
く
事
の

義
務
敎
育
終
了
後
大
部
分
の
者

は
社
會
に
出
て
何
等
か
の
形
に

於
て
職

業
生
活

を
營
む
む
も
の

で
あ
り
ま
す
。
上
級
學
校
進
學

の
者
も
結

論
的
に
は
高
度
の
職

業
的
知
識
と
技
能

を
身
に
つ
け

や
は
り
職
業

生
活

を
營
む
の
で

あ
り
ま
す
。

す
る
正
し
い
認
識
は
敎
育
を
通

じ
て
こ
そ
眞
に
養
成
さ
れ
る
と

考
へ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
今
後

の
産
業
界

は
。
科
學
的
に
芬
々

高
度

化
さ
れ
て
行

く
で

あ
り
ま

し
よ
う
。
そ
の
事
は
と
り
も
な

ほ
さ
ず
専
門
的
に
訓
練

さ
れ
た

技
術
態
度
を
要
求

す
る
事

に
な

り
ま
す
、
か
か
る
が
故

に
職
業

敎
育
に
つ
い
て
の
振
興
策
が
も

つ

と
大
き
く
取

上
げ
ら
れ

る
必

要

が
あ
る
と
考
へ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

正
し
い
勤
勞
觀
職
業
に
對

意
義

を
正
し
く
認
識
し
、
そ

の

仕
事

に
精
魂
を
か
た
む
け
る
人

々
の
活
躍
に
ま
つ
事
大
な
る
も

の
が
あ
る
と
思
考
さ
れ
る
の
で

あ
り
ま
す
。

敎
育
者
と
し
て
の
母
親

敎
育
委
員
會
副
委
員
長
　
原
　
　
　
隆

そ
れ
程
母
親
は
子
供
に
と
つ

て
神
で

あ
り
、
子
供
の
全
部
で

あ
る
。
如
何
に
子
供
の
敎
育
に

と
つ
て
重
要
で
あ
る
か
言
を
待

た
な
い
の
で
あ
る
。
四
十
代
の

私

に
も
幼
き
日
の
母
親
の
言
葉

が
今
も
新
し
く
思
ひ
出
さ
れ
て

心
の
糧
と
な
つ
て
生
き
て
行
く

母

の
躾

が
あ
る
か
な
い
か
、
充

分
で
あ

る
か
な
い
か
家
庭
全

般

は
勿
論

の
事
子
供
の
生
涯

に
影

響
す

る
こ

と
が
極
め
て
大
で

あ

る
「
搖
籠
を
動
か
す
手
こ
そ
や

が
て
世
界
を
動
か
す
手
」
と
歌

つ
て
居
る
詩
人
が
あ
る
。
世
界

を
支
配
す
る
偉
人
の
背
後
に
は

い
つ
も
優
し
い
深
い
あ
る
ひ
は

氣
丈
な
敬
虔
な
腎
明
な
母
が
影

の
形

に
そ

ふ
や
う
に
つ
い
て
居

る
母
を
禮
讃
し
て
或
人
は
言
つ

て
居

る
。

國
語
の
時
間
で
あ
る
一
生
徒

は
立
つ
て
續
ん
で
い
た
が
ハ
タ

と
續
む
事
を
止
め
て
し
ま
つ
た

續
み
得
な
い
の
で
は
な
い
續
め

な
い
字
で
は
な
い
が
口
に
出
せ

な

い
で
居

る
。
先

生
は
最
初
不

審
に
思
つ
た
が
ハ
ツ
ト
思
ひ
當

つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
生
徒
は

遂
に
泣
き
出
し
て
し
ま
つ
た
。

其
の
字
こ
そ
母

の
文
字
で
あ
る

こ
の
年
徒
は
中
流
家
庭

に
育
ち

學
力
も
優
秀
で

あ
る
が
三
才
の

時
母
親
を
な
く
し
て
片
親

の
無

い
淋
し
さ
を
も
つ
た
少
年
で
あ

る
こ
と
が
先

生
に
は
腦
裡
に
浮

ん
だ
、
片
時

も
忘
れ
な

い
母
で

あ
る
。
母
と
云

ふ
字

に
對
し
て

口
に
出
せ
な
く
て
泣
き
出
し
た

の
だ
。

絶
對

に
信
頼
さ
れ
、
そ
し
て

わ

が
子
を
絶
對
に
信
頼
し
て
敎
育

す

る
母

が
最
も
理
想
的
な
母

と

言

へ
る
の
で
あ
る
。
か
の
孟
子

の
藤
樹

の
母
等
枚
擧
に
い
と
ま

な

が
な
い
。

こ

の
世
に
母
ほ
ど
尊
い
も
の

は
な
い
。

母

を
ど

ん
な
に
讃
美
し
て

も

讃
美
し
て
も
足
ら
な
い
。

母
は
自
然
に
よ
つ
て
任
命
さ

れ
た
最
大
の
敎
育
者
で
あ
る

敎
育
者
と
し
て
の
母
に
對
す

る
自
然

の
信
頼
は
絶
對
で

あ

る
。
信
頼
の
み
か
敎
育
を
可
能
な

ら
し
め
る
條
件
で
あ
る
。

わ
が
子
に
對
す
る
母
の
信
頼

は
絶
對
で
あ
る
。

而
又
あ
や
ま
つ
た
母
親
氣
質

と
言

ふ
の

が
あ
る
こ
れ
で

は
困

る
、
子
供
を
甘

や
か
し
て
意
志

を
弱
く
し
依
頼
心
を
作
つ
た
り

又
叱
つ
て
ば
か
り
い
る
母
、
父

の
敎
育
を
く
ず
す
母
等
、
母
性

愛
は
如
何
に
強
く
て
も
あ
や
ま

つ
た
母
親
氣
質
即
ち
盲
目
的
な

獨
り
よ

が
り
の
上
す

べ
り
の
信

頼
で
は
な
ら
な
い
本
當
の
母
性

愛
を
捧
げ
る
母

は
吾
子
に
對
し

て
權
威
が
必
要
で
あ
り
又
同
時

に
よ
き
指
導
者
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
眞
劒
な
母
性
愛
を
さ

ゝ
げ
得
る
理
想
の
母
で
あ
り
、

そ
こ
に
本
當
の
母
の
尊
さ
が
あ

る
。最
後
に
お
母
樣
方
に
御
禮
を

申
述

べ
て
結

び
の
言
葉

と
い
た

し
た
い
。
現
在

日
本
の
學
校
運

營

は
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
は
た
す
役
割

は

敎
育
が
不
當
な
支
配
に
服
す

る
こ
と
な
く
、
國
民
全
体
に
對

し
直
接
に
責
任
を
負
つ
て
行
わ

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
自
覺

の
も
と
に
、
公
正
な
民
意
に
よ

り
、
地
方
の
實
状
に
即
し
た
敎

育
行
政
を
行
う
た
め
に
、
敎
育

委
員
會
を
設
け
、
敎
育
本
來
の

目
的
を
達
成
す
る
こ
と
を
日
的

と
し
て
、
昨
年
十
一
月
一
日
全

國
一
万
の
市
町
村
に
一
齊
に
地

方
敎
育
委
員
合
が
設
置
さ
れ
た

の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
時
は
地
方
敎
育
委
員
會

設
置
に
つ
き
ま
し
て
は
時
期
な

お
少
早
で
あ
る
と
論
議

さ
れ

、

或

は
實
施
方
延
期
陳
情
等

が
行

わ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す

が
、
「

法
治
下
の
國
民
は
法
に
從
わ
ね

ば
な
ら
な
い
と
い
う
」
原
則
に

よ
り
、
地
敎
委
は
そ
の
雄
々
し

い
新
発
足
を
見

た
わ
け
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
敎
育
委
員
會
制
度
の
趣

旨

と
す
る
と
こ
ろ
は

敎
育
委
員
會
委
員
　
松
　
田
　
丈
　
夫

一

年

を

顧

み

て

重
大
で
あ
る
、
其

の
中
で
一
番

活
動
さ
れ
て
居

る
の
は
御
母
様

方
で
あ
る
、
經
濟
面
に
て
も
労

力
の
面
に
て
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
運
營

は
御
母
様
の
手
で
行

は
れ
て
居

る
と
云
つ
て
も
過
言
で
は
な
い

此
處
で
も
母

親
の
母
性
愛

の
力

で
動
さ
れ
て
居

る
、
か
く
の
如

く
經
濟
的
に
も
労
力
的
に
も
御

母
樣
方
に
負
ん
ぶ
さ
れ
て
居
る

一
、
敎
育
行
政
の
民
主

化
二
、
敎
育
行
政
の
地
方

分
權
化

三
、
敎
育
行
政
の
自
主

性
の
確
保

と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
し

て
、
從
來
の
中
央
集
權
の
敎
育

か
ら
、
そ
の
敎
育
に
對
し
、
地

方
住
民

の
意
志
を
反
映
さ
せ
よ

う
と
い
う

と
こ
ろ
に
あ
る
の
て

あ
り
ま
す

。

敎
育
委
員
會
は
地
域
内

の
。
敎
育
、
學
術
、
文
化
に
關

す
る
。
す

べ
て
の
事
務
を
管
理

し
執
行

す
る
も
の
で
あ
り
ま
し

て
極
め
て
廣
範
圍
に
亘
つ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
市
の
敎
育
行
政

の
最

高
責
任

を
担
う
者
と
し
て

大
い
に
努
力
せ
ね
ば
な
ら
な
い

と
い
う
決
意
を
も
つ
て
過
去
一

年
間
を
過
し
て
参
り
ま
し
た
。

て
お
り
ま
す
が
。
地
敎
委
は
発

足

日
淺
く
漸
く
そ
の
仕
事
の
緒

に
つ

い
た
許
り
で
あ
り
ま
す

。

育
成

、
助
長
を
圖
ら
な
い
で
直

ち
に
現
段
階
を
批
評
し
そ

の
存

否

を
も
云
々
さ
れ
る
こ
と
は
危

険
極
り
な
い
こ
と
で

あ
り
ま
す

如
何
な

る
制
度
も
そ
の
人
を

得
運
營
よ
ろ
し
き
に
、
か
な
つ

て
始

め
て
成
果

を
あ
げ
る
こ
と

が
出
來
る
の
で
あ
り
ま
す
。
準

備
機
關
な
く
し
て
発
足
し
た
委

員
會
で
あ
り
ま
す
の
で
そ
の
運

營
に

は
心
を
碎
い
て
鋭
意
研
究

を
重
ね
る
と
共

に
、
他

の
啓
発

協
力
と
相
俟
つ
て
漸
く
軌
道
に

乘
つ
て
來
た
今
日
、
委
員
會
を

し
て
「

や
る
と
こ
ろ
ま
で
や
ら

せ
る
」
だ
け
時
日
を
か
す
の
度

量

と
こ
れ

が
育
成
の
心
添
え
を

心

か
ら
望
ん
で
止
ま
な
い

と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

元
來
敎
育
事
業
は
右
か
ら
左

え

、
す
ぐ
眼
に
見
え

る
効
果
を

あ
げ
得
る

と
い
う
性
質

の
も

の

最

近

地

教

委

の

存

廢

の

問

題

が
世
間
で
論
議
さ
れ

私
共

は
現
場
の
第
一
線
に
於
て

兒
童
生
徒
達
と
眞
劒
に
取
り
組

ん
で
居
ら
れ
る
、
先

生
方

の
尊

い
体
験
に
よ
る
御
要

望
、
更
に

Ｔ
Ｐ
Ａ
關
係
の
皆
樣
方
、
な
お

一
般
市
民
の
方
々
の
敎
育
に
對

す

る
希
望
な
り
、
考
え
方
を
よ

く
聞
き
、
そ
れ
に
即
し
た
行
政

を
行
う
よ
う
に
、
勿
論
そ
こ
に

は
敎
育
の
本
質
を
、
そ
こ
の
う

こ

と
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
、

正
し
い
敎
育
行
政
の
在
り
方
の

中
に
民
意

を
消
化
し
て
、
い
く

と
い
う
熱
意

と
努
力
を
拂
つ
て

参
つ
た
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
が

私
誠
に
微
力
で

あ
り
ま
し
て
、

皆
樣
の
御
要
望
に
そ
う
こ
と
の

出
來
な
い
こ
と
を
遺
憾
に
存
じ

て
お
り
ま
す

。
し

か
し
今
後
渾

身
の
努
力

を
致
し

、
御
期
待
に

そ
う
よ
う
に
致
し
度
い
と
思

い

ま
す
。

學
校
を
見
る
時
敎
育
行
政
に
連

ら
な
る
一
人
と
し
て
ジ
ツ
ト
し

て
居
ら
れ
な
い
氣
が
す
る
、
御

父
兄
特

に
母
親
方

が
安
心
さ
れ

る
敎
育
に
専
念
で
き
る
學
校
に

市
民
の
皆
樣
と
共
に
一
日
も
早

く
此
の
理
想
的
實
現
に
邁
進
せ

ん
事
を
御
誓
ひ
す
る
次
第
で

あ

る
。

全
九
州
地
區
の

特
殊
敎
育
研
究
集
会
開
催

で

は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
教

育
は
遠
い
將
來
を
慮
り
効
果
を

永
遠

に
み
と
め
る
百
年
の
計
で

あ
り
ま
す
の
で
永
い
眼
で
見
て

評
價
し
て
貰
は
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す

。

宗
徳

尚
　

會
場
と
し
て
は
大
宮
高

等
學
校

並
び
に
盲
學
校

を
使
用

さ
れ
學
校

と
し
て
も
大

い
に
得

る
と
こ
ろ
が
あ
つ
た
と
思
は
れ

ま
す
特
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ

ン
　

と
し
て
行

な
わ
れ
た
日
向

民
謡
（
ひ
え
つ
き
節
、
日
向
追

分
、
大
宮
高
森
山
先

生
指
導

）

宮
交
の
バ
ン
ド
演
奏
並
に
觀
光

名
所
案
内
「
郷
土
舞
踊
」
「
日

向
追
分
」
「
ひ
え
つ
き
節
」
「

日
向
小
唄
」
唄
井
上
史
技
三
味

古
川
良
子
踊

白
川
勝

る
外
三
名

並
び
に
江
平
小

、
大
淀
中
、
大

宮
高
の
音
樂
等
に
は
各
地
の
代

表
者
も
南
國
日
向
特
有
の
旅
情

に
ひ
た
り
、
そ
の
一
時
を
樂
し

む
と
共

に
終
始
熱
意

と
旺
盛
な

る
研
究

心
に
よ
り
そ
の
成
果

に

は
此
後
大

い
に
期
す
る
と
こ
ろ

が
あ
つ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

第
五
回
秋
期

園
藝
共
進
会

例
年
行
わ
れ

る
市
主
催
の
第

五
回
宮
崎
市
園
藝
共
進
會
は
十

二
月
七

日
か
ら
九
日
ま
で
三

日

間
縣
敎
育
會
館
で
開
催
さ
れ
ま

す
、
出
品
物

は
市
内
に
お
い
て

出
品
者
自
ら
生
産
又

は
製
作

し

た
も
の
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
が

参
考
品
は
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま

ん
。
出
品
申
入

は
十
二

月
一
日

ま
で
ゞ
出
品
種
目
は
次
の
通
り

で
す

。

大

根
、
人
参
、
ご
ぼ
う
、
ほ
う

れ
ん
草
、
し
ゆ
ん
ぎ
く
、
た
ま

ち
し
や
、
根
深
ね
ぎ
、
と
ま
と

れ
ん
こ
ん
、
台
灣
い
も
、
し
よ

う
が
、

わ
さ
び
、
か
ん
ら

ん
、

花
や
さ
い
、
白
さ
い
、
み

か
ん

雜

か
ん

、金
か
ん
、
柿
、
た
く

あ

ん
づ
け

、
み
そ
づ
け
、
わ
さ
び

づ
け
、
ら
つ
き
よ
う
づ
け
、
果

實
び

ん
詰
、
ジ
ャ

ム
類

、
砂
糖
づ

け
、
球
根
、
切
花
、
鉢
物
、

さ

と
う
き
び
、
か
ん
し
よ
、
馬
鈴

薯
、
落
花
生
、
ム
シ
ロ
、
カ
マ

ス
、
ぞ
う
り
、
空
口
、
荷
た
づ

な

第
一
部
會
　
特
殊
敎
育
振
與

文
部
省
特
殊
敎
育
室
文
部

事
務
官
　
西
野
間
幸
雄

第
二
部
會
　
肓
敎
育
　
Ａ
東

京
敎
育
大
學
雜
司
答
分
校

主
事
　
松
野
憲
治

〃
　
　
　
　
Ｂ
熊
本
盲
學
校

長
　
平
川
穆

第
三
部
會
　
ろ
う
敎
育
　
Ａ

東
京
敎
育
大
學
附
屬
ろ
う

學
校
長
　
荻
原
淺
円
郎

〃
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
Ｂ

福
岡
學
藝
大
學
講
師
　
櫻

井
利
平

第
四
部
會
　
特
殊
學
級
敎
育

Ａ
宮
崎
大
學
敎
授
　
綾
哲

一〃
　
　
　
　
〃
　
　

Ｂ
大
阪
市
立
醫
大
助
敎
授

黒
丸
正
四
郎

第
五
部
會
　
普
通
學
級
特
殊

兒
敎
育
宮
崎
大
學
敎
授

福
田
正
次

〃
　
　
〃
　
　
安
部
彦
二
郎

第
六
部
會
　
知
的
優
秀
兒
敎
育

〃
　
　
井
上
万
義

第
七
部
會
　
身
体
虚
弱
兒
　
敎

育
九
州
大
學
醫
學
部
　
敎

授
小
兒
科
部
長
　
遠
城
寺

本
年
度
特
殊
敎
育
研
究
集
會

は
十
月
十
九
日

よ
り
二
十
四
日

迄
六
日
間

に
亘
り
本
市
で
開
催

さ
れ
た
九
州
各
縣
よ
り
選
抜
さ

れ
た
代
表
者
二
五
〇
余
名
が
参

加
し
文
部
省
、
縣
敎
育
委
員
會

宮
崎
大
學
、
市
敎
育
委
員
會
、

宮
崎
市

主
催

の
も

と
に
九
州
各

地
區
に
お
け
る
特
殊
敎
育
の
各

分
野
の
現
場
に
お
い
て
敎
職
員

が
現
在
最
も
解
决
を
必
要
と
し

て
い
る
當
面

の
重
要
な
諸
問
題

に
つ

い
て
研
究
協
議
を
行

う
と

と
ま
に
、
そ
の
成
果
を
地
區
内

に
普
及
徹
底
さ
せ
地
區
相
互
に

研
究

の
成
果
を
分
ち
あ
い
持
殊

敎
育
の
改
善
充
實
と
職
員
の
資

質
向

上
を

は
か
る
を
目
的
と
し

特
殊
兒
童
生
徒
の
望
ま
し
い
成

長
発
達
を
は
か
る
た
め
の
敎
育

計
画

と
そ
の
指
導
を
如
何

に
す

べ
き

か
に
つ
い
て
多
年
研
究

と

經
験
を
重
ね
ら
れ
た
そ
の
筋
の

權
偉
者
を
指
導
者
と
し
て
左
の

各
部
會
に
分
れ
熱
心
に
研
究
討

議

を
續
け
ら
れ
ま
し
た
。
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